










氏名・(本籍) 末すえ コE 好 郎もと よし
学位の種類 工 戸イ主4与 博 士
学位記番号 第 774 ?仁三二I
学位授与の日付 昭和 40 年 8 月 27 日
学位授与の要件 工学研究科応用物理学専攻





教授城 憲二教授篠田 軍治教授藤田 茂
教授千田香苗教授杉山 博教授庄司 一郎
教授吉岡勝哉教授竹内 ご屯圭r.. 一一





理論的に示す。半透鏡として金属薄膜は膜厚を薄くしなければならないこと， Cu, Ge 混合蒸着膜は
大きな半透鏡はっくり難いが透過，反射を任意にし得ること，マイラー膜は波長特性が著しいが大き










































第 1 節は緒論で遠赤外域における干渉分光法が他の分光法に比して優れている点を述べ， しかし干
渉分光法には種々の問題が残されていることを述べている。
第 2 節はインターフエログラムからスペクトルへの変換の研究である。二光束型干渉計によって得
られるインターフエログラムの形状を種々のスペクトノレモデルに対して計算を行ない，ついでアポダ
ハU内ノハ『F同U
イゼーションの必要J性について述べ，逆にインターフエログラムにアポダイゼーションを行なった後
フーリエ変換(数値計算)により求められるスペクトルの誤差と最大光路差との関係を明確にし，二
光束型干渉分光装置の基本的性質を明らかにしている。
第 3 節は実際の装置がインターフエログラムあるいはスペクトルに及ぼす影響の研究である。光学
素子の製作誤差ならびに光学系の調整誤差，光路差自身ならびにその零点の測定誤差，増幅記録系の
有限の時定数による歪および増幅器の非直線性のインターフエログラムならびにスペクトノレに対する
影響の理論的考察から，実際の装置に対し製作および調整上許容できる誤差範囲を求めている。
第 4 節は雑音擾乱のスペクトノレに関する研究である口雑音は遠赤外干渉分光装置において無視する
ことができないので，インターフエログラムの測定において信号に重なる雑音がスペクト Jレにどのよ
うに表われるか明らかにし，装置の使用条件と最終的に得られるスペクトノレの信号対雑音比 (S/N
)に関して詳細な理論的計算を行ない， (S/N) の最大となる光路差の存在することを見出してい
る。
第 5 節は実験結果で，上記の種々の理論的計算結果と実際に製作されたマイケノレソン型遠赤外干渉
分光装置で行なった実験結果が良く一致していることを述べている。
本論文に述べられている研究の業績は次のように要約される。
(1) 遠赤外域の光源としての高圧水銀灯の発光機構を明らかにして，高圧水銀灯の改善の方法を見出
した。
(2) 遠赤外域における効率のよい半透鏡とライトパイプを研究しこれらの実用化に成功している。
(3) 遠赤外域における新しい分光法である干渉分光法における基礎的諸問題を理論的に考察し，実験
値と比較してよく一致することを示し，干渉分光法の多くの問題点を解決した。
以上のように本論文は分光的研究，特に遠赤外域の分光学とその実用化に寄与する点が多いので，
博士論文として価値あるものと認める。
ヮ“
